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26
年
度�

　
一
般
会
計
予
算

【
質
疑
】

問　
個
人
町
民
税
の
収

納
率
の
目
標
は
。

答　
26
年
度
の
目
標
は

97
・
５
％
と
し
、
25

年
よ
り
１
％
上
げ
て
い
る
。

施
策
と
し
て
は
、
給
与
・

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
を

よ
り
推
進
し
て
い
く
。
加

え
て
、
財
産
調
査
の
強
化

お
よ
び
滞
納
に
対
す
る
早

期
対
策
と
し
て
現
年
分
の

滞
納
処
分
も
開
始
し
た
。

問　
町
民
税
の
コ
ン
ビ

ニ
収
納
は
。

答　
当
町
は
、
日
曜
開

庁
を
実
施
し
、
口
座

振
替
も
推
奨
し
て
い
る
。

新
た
に
郵
便
局
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

で
の
収
納
も
可
能
に
し
た
。

コ
ン
ビ
ニ
収
納
に
関
し
て
は

手
数
料
な
ど
の
問
題
も
あ

り
現
在
は
考
え
て
い
な
い
。

問　
吉
田
町
は
人
口
が

減
っ
て
い
る
が
、
納

税
義
務
者
は
増
え
て
い
る
。

そ
の
理
由
は
。

答　
有
効
求
人
倍
率
が

ゆ
る
や
か
に
上
が
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
雇
用

状
況
の
改
善
に
よ
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

問　
防
犯
灯
に
関
す
る

町
と
し
て
の
考
え
は
。

答　
自
治
会
か
ら
の
申

請
を
受
け
て
対
応
し

て
い
る
。
自
治
会
へ
の
委

託
料
に
は
新
設
お
よ
び
修

繕
費
が
含
ま
れ
て
お
り
、

新
設
す
る
と
そ
の
分
自
治

会
負
担
の
電
気
料
が
上
が

る
の
で
、
新
設
に
関
し
て

は
優
先
順
位
を
付
け
て
対

応
し
て
い
る
と
考
え
る
。

来
年
度
、
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
の
検
討
を
始
め
る
予

定
で
あ
り
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が

で
き
れ
ば
自
治
会
の
電
気

料
負
担
も
軽
減
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

問　
Ｐ
Ｒ
資
材
の
作
成

は
ど
こ
で
行
う
か
。

答　
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
作
る
予
定

で
あ
る
が
、
詳
細
は
決
定

し
て
い
な
い
。
50
万
円
の

予
算
で
ど
の
よ
う
な
も
の

　

３
月
３
日
か
ら
25
日
ま
で
の
会
期
で
第
１
回
定
例
会
を
開
催
し
、
26
年
度
当
初
予
算
７

件
、
25
年
度
補
正
予
算
６
件
、
条
例
の
一
部
改
正
12
件
、
条
例
の
制
定
１
件
、
用
地
の
取

得
１
件
、
事
務
の
委
託
１
件
、
町
道
の
路
線
廃
止
お
よ
び
認
定
各
１
件
、
人
事
案
件
２
件

を
審
議
し
た
。
32
議
案
の
う
ち
25
議
案
を
可
決
し
、
５
議
案
を
否
決
し
た
。
ま
た
、
人
事

案
件
２
件
を
適
任
と
し
た
。

 新年度予算の新たな取組 
○津波防災対策事業分 ９，３５８万円
　・津波避難誘導標識整備事業 ６６１万円
　・津波避難シェルター購入事業 ４３２万円
　・内陸のフロンティアを拓く取組に係る
　　農村地域工業等導入実施計画 ８４９万円
　・ジュニア防災士養成講座事業 １０万円
　・消防団第３分団詰所整備事業 ５，７９０万円
　・各小中学校屋内運動場天井等耐震化改修設計事業 １，１４６万円
　・青柳田中線道路改良事業 ４７０万円

○通常事業分 ３億７１７万円
　・こども発達支援事業 １，２４５万円
　・子育てサポートの充実 ９０２万円
　　（病後児保育、子育て相談員の配置など）
　・子育て世帯臨時特例給付金給付事業 ４，８１４万円
　・吉田町ラーニングプラン事業 ２，０００万円
　・中央小学校トイレ改修事業 ９，１４９万円
　・吉田中学校屋内運動場屋根改修事業 ２，３６５万円
　・がん検診未受診者対策事業 ７２５万円
　・ダンス健康づくり事業費補助 ４００万円
　・観光施設整備調査事業 ５００万円
　・公共・観光施設案内標識設置事業 ４，８０９万円
　・臨時福祉給付金給付事業 ３，６４６万円
　・防犯灯LED化整備計画策定事業  １６２万円

101億6,700万円
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を
作
る
か
ま
で
は
決
め
て

い
き
た
い
。

問　
内
陸
の
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
に
対
す
る
北
区
の

期
待
は
大
き
い
。
地
域
の

方
に
全
体
像
の
説
明
を
行

う
か
。

答　
25
年
度
ま
で
は
県

と
内
閣
府
と
の
協
議

に
何
を
上
げ
る
か
の
検
討

を
町
主
導
で
行
っ
て
き
た
。

26
年
度
か
ら
は
、
地
域
協

議
会
を
立
ち
上
げ
る
よ
う

な
企
業
の
誘
致
と
か
具
体

的
な
例
を
持
っ
て
地
域
の

方
に
説
明
す
る
機
会
を

作
っ
て
い
く
。

問　
社
会
保
障
・
税
番

号
に
係
る
シ
ス
テ
ム

の
導
入
の
趣
旨
・
効
果
は
。

答　
複
数
の
機
関
に
存

在
す
る
個
人
の
情
報

を
同
一
人
の
情
報
で
あ
る

と
い
う
こ
と
の
確
認
を
行

う
た
め
の
基
盤
で
あ
り
、

よ
り
正
確
な
所
得
把
握
が

可
能
と
な
り
、
社
会
保
障

や
税
の
給
付
と
負
担
の
公

平
化
が
図
ら
れ
、
真
に
手

を
差
し
伸
べ
る
べ
き
者
を

見
つ
け
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。

問　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

答　
予
定
で
は
、
27
年

10
月
に
通
知
カ
ー
ド

を
個
人
配
布
し
、
28
年
１

月
か
ら
個
人
番
号
カ
ー
ド

が
発
行
さ
れ
る
。

問　
す
み
れ
保
育
園
運

営
費
が
950
万
円
増
加

し
て
い
る
そ
の
理
由
は
。

答　
定
員
を
100
人
か
ら

150
人
に
増
や
す
。
土

曜
保
育
分
400
万
円
、
水
道

電
気
代
160
万
円
が
主
な
増

加
分
で
あ
る
。

　
　問　

特
別
支
援
に
関
わ

る
学
童
保
育
は
現
状

週
1
回
し
か
利
用
で
き
な

い
。
増
や
せ
な
い
か
。

答　
支
援
学
校
が
で
き

る
と
需
要
は
増
え
る
。

民
間
に
よ
る
移
動
支
援
の

問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
検

討
す
る
。
直
営
の
学
童
保

育
は
難
し
い
と
考
え
る
。

問　
土
木
費
の
公
共
施

設
案
内
標
識
と
観
光

費
の
観
光
施
設
へ
の
案
内

板
と
の
関
係
は
。
各
課

別
々
に
進
め
て
い
る
の
か
。

答　
観
光
費
の
看
板
は

小
山
城
へ
の
案
内
板

ひ
と
つ
。
あ
と
は
新
た
な

幹
線
道
路
が
で
き
る
の
で

道
路
上
の
誘
導
看
板
で
あ

る
。
ど
こ
に
何
を
設
置
す

る
か
は
全
庁
的
に
取
り
ま

と
め
て
都
市
建
設
課
が
事

業
を
行
う
。

問　
津
波
避
難
シ
ェ
ル

タ
ー
の
詳
細
説
明
を

求
め
る
。

答　
漁
港
内
に
設
置
予

定
。
大
地
震
発
生
時
、

陸
閘
が
自
動
的
に
閉
ま
る
。

そ
の
時
は
は
し
ご
で
乗
り

越
え
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
漁
港
に
は
約

50
人
の
方
が
居
り
、
取
り

残
さ
れ
る
方
が
発
生
す
る

危
険
が
あ
る
の
で
、
20
人

収
容
で
き
る
避
難
シ
ェ
ル

タ
ー
を
設
置
す
る
予
定
で

あ
る
。　

問　
津
波
避
難
タ
ワ
ー

に
場
所
が
イ
メ
ー
ジ

し
や
す
い
名
称
を
付
け
る

こ
と
を
考
え
な
い
か
。
今

の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
名
称

で
は
と
っ
さ
の
時
に
場
所

を
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
。

答　
今
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
の
名
称
は
住
民
に

浸
透
し
て
い
る
。
変
更
予

定
は
な
い
。

問　
中
央
公
民
館
の
工

事
中
、
利
用
者
に
対

し
て
代
替
施
設
を
用
意
す

る
の
か
。

答　
６
月
か
ら
12
月
の

間
、
教
育
委
員
会
主

催
の
事
業
は
総
合
体
育
館

の
会
議
室
な
ど
教
育
関
連

施
設
を
使
用
し
て
も
ら
う

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

【
討　
論
】反　

対

佐
藤
正
司
議
員

　

消
費
税
増
税
は
町
民
に

多
く
の
負
担
を
与
え
る
の

で
中
止
す
べ
き
。
消
費
税

増
税
分
が
含
ま
れ
た
予
算

案
に
反
対
で
あ
る
。

賛　
成

藤
田
和
寿
議
員

　

本
予
算
は
津
波
防
災
ま

ち
づ
く
り
や
豊
か
で
勢
い

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
た
予
算
案
で
あ
る
。

　

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
適
正
に
組
ん
だ
予

算
で
あ
り
、
問
題
は
な
い

と
考
え
る
。

【
議
決
結
果
】

�

賛
成
多
数
で
可
決

Ｅ地区津波避難タワー

過去最大規模
26年度一般会計予算
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国
民
健
康
保
険�

　
事
業
会
計
予
算

　

医
療
費
が
増
加
傾
向
に

あ
り
、国
保
税
の
改
正（
増

額
）
を
見
込
ん
だ
予
算
と

な
っ
た
。

【
質　
疑
】

問　
医
療
費
の
増
額
は

高
額
医
療
費
・
医
療

の
高
度
化
・
被
保
険
者
の

高
齢
化
と
聞
い
た
が
、
伸

び
率
は
ど
の
ぐ
ら
い
か
。

答　
３
・
85
％
の
上
昇

率
で
予
算
計
上
し
て

い
る
。

問　
国
保
税
を
算
出
す

る
と
き
、
必
要
額
を

計
算
し
、
そ
れ
を
収
納
率

で
除
し
、
課
税
額
を
算
定

す
る
こ
と
に
な
る
。
年
々

収
納
率
が
上
が
り
、
24
年

度
の
収
納
率
は
医
療
給
付

現
年
度
分
で
91
・
65
％
で

あ
る
が
、
89
・
５
％
と
し

た
理
由
は
。

答　
25
年
度
の
当
初
予

算
は
89
・
74
％
で
あ

り
、
今
回
の
税
改
正
に
よ

り
収
納
率
が
下
が
る
と
見

込
ん
で
こ
の
率
に
し
た
。

問　
未
納
者
の
分
を
、

完
納
し
て
い
る
被
保

険
者
に
転
嫁
す
る
こ
と
に

な
る
が
ど
う
思
う
か
。

答　
国
保
税
は
重
要
な

財
源
で
あ
り
、
国
保

事
業
の
中
で
、
未
納
者
へ

の
対
応
を
し
て
い
く
。

問　
基
金（
貯
金
）が
、

26
年
度
末
の
予
測
で

は
、
13
万
円
と
な
る
が
、

予
算
以
上
に
医
療
費
が
膨

ら
ん
だ
場
合
、
そ
の
時
の

対
応
は
。

答　
予
算
内
で
収
ま
る

よ
う
上
昇
率
を
見
込

み
計
上
し
て
あ
る
。
大
幅

な
上
昇
で
あ
れ
ば
、
い
く

つ
か
の
方
法
が
あ
る
の
で
、

そ
れ
に
よ
り
対
応
し
て
い

く
。問　

納
付
し
や
す
く
す

る
た
め
、
納
期
の
回

数
を
増
や
す
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

答　
所
得
の
決
定
が
６

月
と
な
る
た
め
、
７

月
に
本
算
定
を
し
て
か
ら

２
月
ま
で
８
期
。
回
数
を

増
や
す
こ
と
は
難
し
い
。

問　
医
療
費
を
抑
え
る

対
策
と
し
て
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
を
積
極
的

に
利
用
さ
せ
る
選
択
肢

は
、
町
に
は
あ
る
か
。

答　
３
月
の
広
報
や
、

保
険
証
発
行
時
に
も

Ｐ
Ｒ
は
し
て
い
る
。

【
討　
論
】反　

対

佐
藤
正
司
議
員

　

保
険
給
付
費
が
増
加
し
、

厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と

は
理
解
す
る
が
、
保
険
税

増
税
は
国
保
加
入
者
の
負

担
増
に
な
り
、
滞
納
者
も

増
え
る
。
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
を
望
む
。

賛　
成

枝
村
和
秋
議
員

　

医
療
費
増
に
よ
る
財
源

不
足
で
運
営
が
困
難
に
な
っ

て
き
た
こ
と
に
よ
る
税
制

改
正
で
あ
る
。
や
む
を
得

な
い
。
増
税
で
あ
る
が
、

軽
減
措
置
の
拡
大
で
低
所

得
層
の
負
担
軽
減
が
図
ら

れ
て
い
る
。

【
議
決
結
果
】

�

賛
成
多
数
で
可
決

後
期
高
齢
者
医
療�

　
事
業
会
計
予
算

【
討　
論
】反　

対

佐
藤
正
司
議
員

　

当
町
の
被
保
険
者
は
約

３
２
０
０
人
い
る
。
消
費

税
増
税
は
当
事
業
保
険
料

の
大
幅
値
上
げ
を
招
く
可

能
性
が
あ
る
。
際
限
の
な

い
負
担
増
や
受
診
抑
制
を

持
ち
込
む
制
度
に
基
づ
く

本
予
算
案
に
反
対
す
る
。

賛　
成

藤
田
和
寿
議
員

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
で
審
議
し
、
料

金
な
ど
の
見
直
し
に
よ
り
、

適
正
な
後
期
医
療
事
業
を

守
る
決
定
が
な
さ
れ
、
本

予
算
は
出
さ
れ
て
い
る
。

９
割
以
上
を
国
・
県
・
市

町
と
現
役
世
代
で
負
担
し
、

約
１
割
を
後
期
高
齢
者
の

方
が
負
担
す
る
制
度
で
あ

る
が
、
収
入
の
少
な
い
方

に
は
軽
減
措
置
も
あ
り
、

本
予
算
は
適
正
と
考
え
る
。

【
議
決
結
果
】

�

賛
成
多
数
で
可
決

２６年度　特別会計・企業会計予算 （単位：千円）　

事　業　名 ２６年度 ２５年度 増　減　額

土 地 取 得 事 業 ８４，７２８ １５，００５ ６９，７２３

国 民 健 康 保 険 事 業 ２，８７２，２０３ ２，６５６，１９９ ２１６，００４

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 ２１４，５１３ ２１３，１９６ １，３１７

介 護 保 険 事 業 １，８９２，０８４ １，７１６，３０１ １７５，７８３

公 共 下 水 道 事 業 ９８６，７５４ １，０５９，２２２ △７２，４６８

特別会計合計 ６，０５０，２８２ ５，６５９，９２３ ３９０，３５９

水 道 事 業
一 般 会 計 ５４４，４１３ ５１５，０８４ ２９，３２９

資 本 勘 定 ４０９，７７９ ５２９，２６８ △１１９，４８９

企業会計合計 ９５４，１９２ １，０４４，３５２ △９０，１６０
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公
共
下
水
道�

　
事
業
会
計
予
算

【
質　
疑
】

問　
消
費
税
率
５
％
が

８
％
に
な
る
と
業
者

に
支
払
う
消
費
税
分
が
大

き
く
な
る
。
発
注
量
が
減

る
の
で
は
。

答　
工
事
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
消
費
税
だ

け
で
は
な
く
人
件
費
と
労

務
費
の
単
価
や
落
札
比
率

に
よ
る
も
の
で
一
概
に
は

言
え
な
い
。
消
費
税
の
み

に
注
目
を
す
る
と
事
業
は

減
る
。

問　
下
水
道
の
接
続
工

事
が
遅
れ
て
い
る
と

思
う
が
。

答　
普
及
率
は
37
％
で
、

水
洗
化
率
は
89
・
５�

％
で
あ
る
。
下
水
道
法
に

は
整
備
を
す
る
と
管
を
接

続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
あ
る
。
普
及
促
進
す
る
。

問　
下
水
道
施
設
の
津

波
対
策
の
計
画
は
。

答　
国
が
３
・
11
の
被

害
状
況
の
知
見
を
も

と
に
、
現
在
下
水
道
施
設

の
地
震
対
策
指
針
を
算
定

し
て
お
り
、
年
度
末
に
発

表
す
る
状
況
に
あ
る
。
こ

の
指
針
を
も
と
に
調
査
検

討
し
て
い
く
。

【
討　
論
】反　

対

佐
藤
正
司
議
員

　

消
費
税
増
税
は
町
民
に

多
く
の
負
担
を
与
え
る
の

で
中
止
す
べ
き
。
消
費
税

増
税
分
が
含
ま
れ
た
予
算

案
に
反
対
で
あ
る
。

賛　
成

藤
田
和
寿
議
員

　

本
予
算
は
施
設
の
延
命

化
計
画
お
よ
び
対
津
波
計

画
な
ど
、
現
在
の
認
可
区

域
を
推
進
す
べ
く
適
正
に

予
算
化
さ
れ
て
い
る
。

【
議
決
結
果
】

�

賛
成
多
数
で
可
決

水
道
事
業�

　
企
業
会
計
予
算

【
質　
疑
】

問　
配
水
管
の
耐
震
化

率
は
ど
の
く
ら
い
で
、

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

答　
耐
震
化
率
は
24
年

度
末
で
24
・
16
％
で

あ
る
。
今
後
、
病
院
や
避

難
地
な
ど
の
配
水
管
の
耐

震
化
を
行
っ
て
い
く
。
優

先
順
位
を
決
め
工
事
を
進

め
、
耐
震
化
率
を
あ
げ
る

予
定
で
あ
る
。

【
討　
論
】反　

対

佐
藤
正
司
議
員

　

消
費
税
増
税
は
町
民
に

多
く
の
負
担
を
与
え
る
の

で
中
止
す
べ
き
。
消
費
税

増
税
分
が
含
ま
れ
た
予
算

案
に
反
対
で
あ
る
。

賛　
成

藤
田
和
寿
議
員

　

今
回
の
消
費
税
増
税
は

社
会
保
障
の
財
源
確
保
の

た
め
で
あ
る
。
水
道
事
業

は
公
営
企
業
で
あ
り
、
消

費
税
納
入
義
務
が
あ
り
、

消
費
税
増
税
に
対
し
て
適

正
に
処
理
す
べ
き
で
あ
る
。

【
議
決
結
果
】

�

賛
成
多
数
で
可
決

用
地
取
得
議
案

　

防
災
公
園
整
備
事
業 

用
地
の
未
取
得
用
地

８
１
１
８
・
６
㎡
を
取
得

す
る
。

【
質　
疑
】

問　
土
地
所
有
者
か
ら

出
た
防
災
公
園
に
関

す
る
意
見
は
。

答　
皆
さ
ん
防
災
公
園

を
作
る
こ
と
に
関
し

て
協
力
的
で
あ
っ
た
。
防

災
の
観
点
に
対
し
て
の
意

見
は
出
な
か
っ
た
。

問　
土
地
買
収
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　
担
当
課
で
は
、
４

月
以
降
に
補
助
申
請
、

５
月
中
旬
に
土
地
利
用
の

申
請
、
７
月
末
に
許
可
が

出
れ
ば
、
工
事
発
注
で
進

め
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
考

え
て
い
る
。
完
成
予
定
は

27
年
度
末
で
、
富
士
見
幹

線
も
同
時
に
完
成
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
る
。

【
議
決
結
果
】

�

全
員
一
致
で
可
決

吉田大東線

防災公園用地

富士見幹線（予定）

東
名
川
尻
幹
線

防災公園整備事業用地の位置図
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一
般
会
計
補
正
予
算

問　
保
育
園
の
臨
時
職

員
賃
金
が
800
万
円
減

額
さ
れ
た
理
由
は
。

答　
当
初
予
定
さ
れ
た

園
児
の
数
に
対
し
て
、

実
際
に
入
所
し
た
園
児
が

少
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る

減
額
で
、
現
在
い
る
職
員

を
減
ら
し
て
は
い
な
い
。

問　
健
康
増
進
事
業
費

が
742
万
円
減
額
さ
れ

た
理
由
は
。

答　
乳
が
ん
検
診
の
無

料
ク
ー
ポ
ン
対
象
者

が
政
権
交
代
に
よ
り
対
象

者
が
減
っ
た
。
同
時
に
子

宮
が
ん
検
診
も
行
う
予
定

で
あ
っ
た
の
で
そ
の
分
の

減
額
も
あ
る
。
受
診
者
数

は
24
年
度
に
比
べ
て
増
加

し
て
い
る
。

【
議
決
結
果
】

�

全
員
一
致
で
可
決

条
例
の
一
部
改
正

社
会
教
育
委
員
条
例

【
質　
疑
】

問　
委
員
の
定
員
を
15

人
か
ら
10
人
に
減
ら

す
の
は
実
績
か
ら
だ
と
思

う
が
、
今
後
、
社
会
教
育

充
実
の
た
め
実
人
数
を
増

や
す
こ
と
は
な
い
の
か
。

答　
10
人
で
十
分
で
あ

り
、
増
や
さ
な
い
。

【
議
決
結
果
】

�

全
員
一
致
で
可
決

町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

【
改
正
の
内
容
】

・
給
料
表
を
６
級
制
か
ら

７
級
制
に
移
行
す
る
。

・
新
た
に
参
事
職
を
設
置

で
き
る
こ
と
と
す
る
。

【
質　
疑
】

問　
参
事
職
を
新
設
す

る
目
的
は
若
手
管
理

職
の
育
成
と
各
課
の
連
携

強
化
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

な
ぜ
、
統
括
級
を
管
理
職

か
ら
外
す
の
か
。

答　
給
与
実
態
調
査
が

あ
り
、
県
か
ら
是
正

指
導
を
受
け
た
。

問　
７
級
制
に
す
る
の

は
参
事
職
に
国
や
県

か
ら
人
材
を
招
へ
い
し
や

す
く
す
る
た
め
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
内
部
か
ら
の

登
用
も
あ
る
の
か
。

答　
そ
の
通
り
。

問　
17
年
に
国
の
方
針

に
従
い
８
級
制
を
６

級
制
に
変
更
し
た
。
な
ぜ

今
回
７
級
制
に
す
る
の
か
。

６
級
制
を
維
持
し
て
、
号

給
を
付
け
足
す
こ
と
も
で

き
る
と
思
う
。

答　
今
回
は
参
事
職
を

新
設
す
る
に
あ
た
っ

て
、
適
正
な
給
与
体
系
を

資
す
る
た
め
に
７
級
を
設

け
る
。
他
の
市
町
で
６
級

の
号
給
を
付
け
足
し
て
い

る
所
が
あ
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
が
、
当
町
は
あ

く
ま
で
も
国
の
給
与
表
に

従
っ
て
変
更
を
行
っ
て
い

る
。

【
討　
論
】反　

対

藤
田
和
寿
議
員

　

参
事
職
新
設
に
お
い
て

も
現
行
の
６
級
制
の
中
で

対
処
す
べ
き
と
考
え
る
。

　

17
年
に
８
級
か
ら
６
級

制
に
移
行
し
た
。
そ
の
趣

旨
に
従
い
、
今
回
の
７
級

制
へ
の
移
行
を
軽
々
に
行

う
べ
き
で
は
な
い
。

賛　
成

平
野
積
議
員

　

参
事
職
を
新
設
し
、
若

手
管
理
職
の
育
成
お
よ
び

各
課
間
の
連
携
を
深
め
る

こ
と
に
賛
成
。
そ
の
た
め

に
７
級
職
を
新
設
し
、
国・

県
か
ら
人
材
を
招
へ
い
し

や
す
く
す
る
こ
と
は
問
題

な
い
。

【
議
決
結
果
】

�

賛
成
多
数
で
可
決

25年度補正予算
一般会計　　増額補正　　　　　4,243万円 
　　　　　　予算総額 　 115億9,259万円

補正予算の主な内容
　◎ 歳　入
　　・町税� 4,261万円
　　・地方交付税� 306万円
　　・国庫支出金
　　　　都市防災総合推進事業補助金� △ 2,515万円
　　　　地域の元気臨時交付金� 8億7,897万円
　　・町債� △ 8億2,130万円

◎ 歳　出
　・榛南幹線整備事業（街路整備）� 3,000万円
　・心身障害者自立支援事業費� 465万円
　・地域の元気臨時交付金基金費� 1,594万円

政権 対象者年齢

旧

40、45、50、
55、60、
46～49、
51～54、
56～59

現 40、45、50、
55、60
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・
保
険
税
の
応
益
割
（
均

等
割
、平
等
割
）の
減
額

６
割
軽
減
を
７
割
軽
減

に
、
４
割
軽
減
を
５
割

軽
減
と
し
、
２
割
軽
減

を
新
設
。

【
質　
疑
】

問　
税
額
が
上
が
る
と
、

滞
納
世
帯
も
増
え
て

来
る
と
思
う
が
、
滞
納
解

消
の
具
体
策
は
。

答　
滞
納
者
の
63
％
は

納
付
誓
約
や
分
納
を

行
っ
て
い
る
。
財
産
調
査

の
強
化
、
ま
た
、
生
活
困

窮
者
や
処
分
す
る
財
産
が

な
い
場
合
な
ど
は
過
年
度

分
を
随
時
執
行
停
止
し
、

現
年
分
を
優
先
す
る
。

問　
減
免
措
置
の
広
報

は
。

答　
未
納
者
に
対
し
て

は
納
付
相
談
の
中
で

対
応
し
て
い
る
。

問　
保
険
給
付
費
が
毎

年
増
え
て
き
て
い
る
。

医
療
費
抑
制
の
対
策
は
。

答　
特
定
検
診
を
行
っ

て
お
り
、
土
曜
日
の

検
診
も
始
め
、
受
診
率
が

向
上
す
る
よ
う
努
め
て
い

る
。
結
果
に
つ
い
て
も
本

人
に
手
渡
し
し
、
健
康
に

つ
い
て
指
導
し
て
い
る
。

問　
改
正
案
を
検
討
す

る
に
あ
た
っ
て
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

は
議
論
さ
れ
た
か
。

答　
国
民
健
康
保
険
は

社
会
保
険
の
一
環
と

し
て
特
別
会
計
で
進
め
て

お
り
、
そ
の
中
で
適
正
に

処
理
す
る
の
が
基
本
と
考

え
る
。
町
民
全
て
が
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ

す
る
こ
と
は
町
民
の
理
解

が
得
ら
れ
な
い
と
考
え
る
。

問　
保
険
給
付
費
の
年

間
増
加
額
を
見
る

と
、
23
年
は
３
千
万
円
、

24
年
は
２
千
万
円
で
あ
っ

た
が
、
25
年
は
１
億
４
千

万
円
上
が
る
と
推
定
し
て

い
る
。
そ
の
理
由
は
。

答　
高
額
医
療
費
が
増

え
て
い
る
こ
と
お
よ

び
医
療
の
高
度
化
に
よ
る
。

問　
今
回
の
保
険
税
改

正
は
保
険
給
付
費
の

増
加
を
見
込
み
、
将
来
を

見
据
え
た
改
正
で
あ
る
か
。

答　
26
年
度
単
年
度
で

考
え
て
お
り
、
過
去

３
年
間
の
医
療
費
の
推
移

で
計
算
し
て
い
る
。

問　
今
回
の
改
正
に
よ
っ

て
基
金
の
積
み
立
て

額
は
増
え
る
と
思
う
が
、

目
標
額
は
。

答　
国
か
ら
の
通
知
で

は
過
去
３
年
間
の
保

険
給
付
費
の
25
％
を
積
み

立
て
る
よ
う
に
と
あ
り
、

そ
れ
で
あ
れ
ば
４
億
５
千

万
円
に
な
る
が
、
町
の
条

例
で
は
５
％
を
積
み
立
て

る
こ
と
な
っ
て
お
り
、１
億

１
千
万
円
と
な
る
。少
な
く

と
も
町
の
条
例
分
は
ク
リ

ア
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
討　
論
】反　

対

佐
藤
正
司
議
員

　

保
険
給
付
費
は
増
加
し
、

基
金
も
減
少
、
厳
し
い
状

況
で
あ
る
こ
と
は
理
解
す

る
が
、
保
険
税
増
税
は
国

保
加
入
者
の
負
担
増
に
な

り
、
滞
納
者
も
増
え
る
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
を
望
む
。賛　

成

枝
村
和
秋
議
員

　

医
療
費
増
に
よ
る
財
源

不
足
で
運
営
が
困
難
に
な
っ

て
き
た
こ
と
に
よ
る
税
制

改
正
で
あ
る
。
や
む
を
得

な
い
。
増
税
で
あ
る
が
、

軽
減
措
置
の
拡
大
で
低
所

得
層
の
負
担
軽
減
が
図
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
に

関
し
て
は
他
の
保
険
制
度

に
加
入
し
て
い
る
方
々
が

保
険
料
と
保
険
税
を
二
重

に
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
、

問
題
が
あ
る
。

【
議
決
結
果
】

�

賛
成
多
数
で
可
決

水
道
事
業
給
水
条
例

【
質　
疑
】

問　
分
担
金
を
内
税
方

式
か
ら
外
税
方
式
に

変
更
し
て
い
る
。
そ
の
際
、

現
行
の
分
担
金
を
消
費
税

分
の
１
・
05
で
割
っ
て
千

円
未
満
を
四
捨
五
入
し
て

新
た
な
分
担
金
を
設
定
し

て
い
る
。
徴
収
す
る
際
は

消
費
税
分
の
１
・
08
を
か

け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

千
円
未
満
を
四
捨
五
入
し

た
理
由
は
。

答　
分
担
金
は
給
水
管

の
口
径
に
よ
っ
て
異

な
り
い
く
つ
か
金
額
設
定

し
て
い
る
が
、
新
た
な
分

担
金
を
平
均
す
る
と
現
行

分
担
金
の
消
費
税
抜
き
の

金
額
に
な
る
よ
う
に
千
円

未
満
を
四
捨
五
入
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例

【
改
正
の
内
容
】

・
保
険
税
率

医　　　療　　　分
後期高齢
者支援分

介護分
（40歳～

64歳）
応能割 応益割 賦課

限度額所得割 資産割 均等割 平等割

現　行 4.50％ 25.0％ ￥12,000 ￥28,800 ￥510,000

変更なし 変更なし改正後 6.30％ 25.0％ ￥24,000 ￥28,800 ￥510,000

影響する値 前年
総所得

固定資産
税額 被保険者数 世帯ごと

第一配水池（片岡）
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【
討
論
】

反　
対

佐
藤
正
司
議
員

　

今
回
の
水
道
料
金
は
消

費
税
増
税
に
と
も
な
っ
て

行
わ
れ
る
も
の
で
、
水
道

料
金
の
値
上
げ
は
各
家
庭

の
負
担
を
増
や
す
も
の
で

あ
る
。
消
費
税
増
税
に
反

対
で
あ
る
の
で
本
条
例
改

正
に
反
対
す
る
。

賛　
成

平
野
積
議
員

　

消
費
税
増
税
は
国
の
方

針
で
あ
り
、
本
議
会
で
は

消
費
税
増
税
分
を
適
正
に

転
嫁
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
判
断
す
べ
き
と
考
え
る
。

本
改
正
に
よ
る
分
担
金
の

値
上
げ
は
い
く
つ
か
の
分

担
金
額
設
定
を
合
計
し
て

現
行
料
金
と
比
較
す
る
と
、

消
費
税
増
税
分
の
2
・
86�

％
の
ア
ッ
プ
で
あ
り
、
適

正
な
転
嫁
で
あ
る
。

【
議
決
結
果
】

�

賛
成
多
数
で
可
決

公共施設の使用料・入場料の改定に係る条例に対する討論の要旨

第６号議案　使用料徴収条例の一部改正

反対

増 田 剛 士 100円未満を切り上げて料金設定することは納得できない。中央公民館は改修工事に入る。
完成後に料金の見直しを実施すればよいと考える。

杉 本 幸 正 今までの消費税増税時には値上げをしていない。料金据え置きで料金の見直しをしっかり
やってほしい。

平 野 　 積 計算式で100円未満を切り上げることにより、消費税増税分以上の値上げとなっている。
料金に対する町の考えも定まらず、設定の一貫性もない。考え直すべき。

枝 村 和 秋 100円未満切り上げで消費税増税分以上の値上げになっている。消費税が10％に増税さ
れる時期までに、料金の見直しをしてほしい。

佐 藤 正 司 国の消費税増税に合わせての値上げである。国の消費税増税に対して反対であり、増税に
合わせた値上げには反対する。

増 田 宏 胤 町の公共施設使用料の総点検してほしい。27年10月には再度消費税増税が予定されてい
る。それまでは料金を据え置き、町民福祉に寄与してほしい。

藤 田 和 寿 100円未満切り上げにより、消費税増税分以上の値上げになっている。再度の消費税増税
も予定されており、それまでに公共料金の抜本的見直しが必要と考える。

賛成

山 内 　 均 今回の値上げは消費税とは似合わない。昭和48年以来値上げしていない。今回の値上げ
に違和感はない。今後、料金設定をしっかり考えるきっかけにしてほしい。

三 輪 正 邦 施設開設以来、料金値上げはしなかった。そろそろ値上げをしても良いのではないかと考
える。

吉 永 滿 榮 国の施策として消費税を上げるのであるから、消費税に沿って料金を値上げするのは当然
であると思う。

大 塚 邦 子 消費税増税による経費のアップ分の一部を使用者が負担することに違和感はない。吉田町
民は減免措置も取られていることから値上げは妥当であると判断する。

河原崎曻司 国の施策として消費税が増税される。今回の料金値上げは我々もやむなく承知しなければ
ならないと考える。

第７号議案　体育館設置条例の一部改正、第８号議案　学習ホール設置条例の一部改正、第12号議案
学校施設使用条例の一部改正は、上記討論とほぼ同内容のため省略。

第９号議案　展望台小山城設置条例の一部改正

反対

平 野 　 積 消費税増税による経費の増加分を全て入場料に転嫁し、増税分より高い比率の値上げを実
施するのは不当。入場者を増やす工夫をし、経費増加分をまかなうべき。

佐 藤 正 司 今回の入場料値上げは国の消費税増税に起因するものである。消費税増税は反対であるの
で、本入場料値上げも反対である。

藤 田 和 寿 経費の増加分を全て入場料に転嫁し値上げすれば、町が考えている観光を切り口とした新
たなまちづくりにブレーキがかかる。入場者数増加が本来の目的である。

賛成

増 田 剛 士 100円未満を切り上げる他の値上げ議案とは異なり、経費増加分をぎりぎりまかなう値上
げである。200円が210円になっても問題ない。入場者増加の工夫は必要。

山 内 　 均 入場料は消費税とは関係ない。10円上げてリピーターを増やすとの答弁に期待して賛成
する。

吉 永 滿 榮 他市町の施設に比べれば入場料200円は格安である。それを210円に値上げしても理解し
てもらえる。施設の中身を工夫して観光客の増加を図ってほしい。
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公
共
施
設
の
使
用
料
・

　
入
場
料
に
係
る
条
例

【
改
正
の
内
容
】

◎
中
央
公
民
館
、
総
合
体
育

館
、
学
習
ホ
ー
ル
な
ど

◎
展
望
台
小
山
城

【
質　
疑
】

◎
中
央
公
民
館

問　
中
央
公
民
館
の
使

用
料
金
を
設
定
す
る

際
の
経
費
と
料
金
に
関
す

る
町
の
考
え
は
あ
る
か
。

答　
現
行
料
金
は
昭
和

55
年
に
設
定
し
て
お

り
、
近
隣
施
設
と
横
並
び

で
決
め
て
い
る
。

問　
過
去
の
消
費
税
増

税
時
は
値
上
げ
を
し

て
い
な
い
。
時
の
首
長
の

判
断
で
異
な
る
結
果
に
な

る
の
は
お
か
し
い
。
ル
ー

ル
が
必
要
で
は
。

答　
消
費
税
増
税
時
の

国
の
方
針
は
常
に
適

正
に
転
嫁
す
る
こ
と
で
あ

り
、
町
に
お
い
て
は
条
例

で
使
用
料
を
決
め
て
い
る
。

過
去
値
上
げ
し
な
か
っ
た

の
は
内
税
と
し
て
処
理
し

た
た
め
で
、
転
嫁
を
し
な

か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

た
だ
、
そ
れ
が
本
来
の
姿

で
あ
る
と
は
考
え
て
お
ら

ず
、
今
回
の
よ
う
に
適
正

に
転
嫁
す
る
の
が
、
当
町

の
方
針
で
あ
り
、
今
後
も

そ
の
よ
う
に
進
め
る
。

問　
使
用
料
を
設
定
す

る
際
、
施
設
ご
と
に

公
費
負
担
と
受
益
者
負
担

の
割
合
を
お
お
ま
か
に
決

め
て
設
定
し
て
は
ど
う
か
。

答　
使
用
料
な
ど
の
料

金
の
設
定
に
関
し
て

は
見
直
し
を
図
り
、
よ
り

適
正
な
も
の
に
し
て
い
く

努
力
を
す
る
。

問　
中
央
公
民
館
は
昼

よ
り
夜
の
時
間
帯
が

高
い
設
定
に
な
っ
て
い
る

が
、
学
校
施
設
で
は
昼
、

夜
同
じ
金
額
設
定
に
な
っ

て
い
る
。
何
故
か
。

答　
中
央
公
民
館
は
社

会
教
育
で
、
学
校
施

設
は
義
務
教
育
の
違
い
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

◎
展
望
台
小
山
城

問　
今
回
の
料
金
改
定

は
消
費
税
増
税
分
で

増
え
る
経
費
12
万
円
を
全

て
入
場
料
に
転
嫁
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
入
場
料
は

経
費
の
約
１
割
で
あ
る
。

全
て
転
嫁
す
る
の
は
い
か

が
な
も
の
か
。

答　
消
費
税
の
適
正
転

嫁
の
観
点
か
ら
妥
当

と
考
え
る
。

＊
討
論
、
議
決
結
果
は
右

表
お
よ
び
下
表
に
記
載
。

改定後の使用料（円）
　　＝現行使用料（円）
� ÷ 1.05 × 1.08

（ただし、上記算定方式によって
100円未満の端数が生じた場合は、
100円未満を切り上げる。）

現行 改正後
大人 200円 210円
小人 100円 110円

賛否の別れた議案の各議員の賛否
議
案
№ 内　　　　　容

増
田
剛
士

杉
本
幸
正

山
内　

均

平
野　

積

三
輪
正
邦

枝
村
和
秋

佐
藤
正
司

吉
永
滿
榮

大
塚
邦
子

増
田
宏
胤

河
原
崎
曻
司

藤
田
和
寿

八
木　

栄

結果

2 職員の給与に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

表
決
な
し

可決
3 国民健康保険税条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決
6 使用料徴収条例の一部改正 × × ○ × ○ × × ○ ○ × ○ × 否決
7 体育館設置条例の一部改正 × × ○ × ○ × × ○ ○ × ○ × 否決
8 学習ホール設置条例の一部改正 × × ○ × ○ × × ○ ○ × ○ × 否決
9 展望台小山城設置条例の一部改正 ○ × ○ × ○ × × ○ ○ × ○ × × 否決
10 上水道事業給水条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議
長
に
つ
き
表
決
な
し

可決
12 学校施設使用条例の一部改正 × × ○ × ○ × × ○ ○ × ○ × 否決

13 消費税率及び地方消費税の改定に伴う
関係条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

20 一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決
22 国民健康保険事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決
23 後期高齢者医療事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決
25 公共下水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決
26 水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

　○：賛成　　×：反対　（第９号議案は無記名投票の結果賛否同数により議長裁決）
　 ：討論者
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町政を問う
藤　田　和　寿　議員

　

26
年
度
施
政
方
針
の
中

で
示
さ
れ
た
町
長
が
目
指

す
『
豊
か
で
勢
い
の
あ
る

町
』
の
姿
に
つ
い
て
、
そ

の
先
の
将
来
像
を
具
体
的

に
質
問
し
た
。

問　
豊
か
な
町
の
姿
は
。

答　
こ
の
町
の
企
業
が

安
心
し
て
生
産
活
動

を
営
み
、
多
く
の
雇
用
の

場
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

問　
勢
い
の
あ
る
町
の

姿
は
。

答　
22
年
度
の
国
勢
調

査
で
県
下
35
市
町
の

う
ち
、
25
市
町
が
少
子
高

齢
化
の
進
展
に
伴
っ
て
、

人
口
減
少
す
る
中
、
県
下

２
番
目
の
人
口
増
加
率
を

誇
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
も「
勢
い
の
あ
る

町
」
で
あ
る
。
先
人
の
方
々

が
築
い
た
町
の
勢
い
を
維

持
し
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ

た
先
に
あ
る
姿
で
あ
り
、

全
力
を
持
っ
て
作
り
上
げ
、

後
人
に
誇
り
を
持
っ
て
渡

す
町
の
姿
で
あ
る
。

問　
豊
か
で
勢
い
の
あ

る
町
を
保
つ
た
め
に

行
う
こ
と
は
。

答　
行
政
が
責
任
を
持
っ

て
「
津
波
防
災
ま
ち

づ
く
り
事
業
」
の
ハ
ー
ド
整

備
を
完
成
さ
せ
、「
目
に

見
え
る
安
全
」
を
提
供
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問　
第
４
次
総
合
計
画

の
将
来
都
市
像
「
人

と
人
、
心
や
す
ら
ぎ
、
健

康
で
住
み
や
す
い
ま
ち
」

の
実
現
に
必
要
な
こ
と
は
。

答　
確
固
た
る
安
全
の

も
と
で
「
子
育
て
」

「
教
育
」「
健
康
づ
く
り
」

と
い
っ
た「
支
え
る
安
心
」

を
提
供
す
る
こ
と
で
「
豊

か
さ
と
勢
い
」
を
確
保
し
、

そ
し
て
「
支
え
る
安
心
」

が
確
保
さ
れ
た
先
に
将
来

都
市
像
が
あ
る
。

問　
安
全
の
先
に
あ
る

ビ
ジ
ョ
ン
は
。

答　
目
に
見
え
る
安
全

（
防
潮
堤
な
ど
）
を

築
く
こ
と
は
、
簡
単
で
な

い
。
暴
風
雨
の
中
、
針
の

穴
に
糸
を
通
す
よ
り
難
し

い
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
ず
は
、
安
全
を
確

保
す
る
こ
と
で
あ
る
。

問　
次
期
総
合
計
画
の

策
定
趣
旨
は
。

答　
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

の
抽
出
と
分
析
を
行

い
、
多
様
化
・
複
雑
化
す

る
住
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

住
民
満
足
度
向
上
に
努
め
、

「
住
民
の
誰
も
が
将
来
に

わ
た
っ
て
住
み
続
け
た
い

と
思
え
る
町
」
を
作
る
こ

と
で
あ
る
。

問　
次
期
総
合
計
画
の

策
定
プ
ロ
セ
ス
は
。

答　
本
年
度
に
住
民
意

識
調
査
や
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
実
施
す

る
。

一般質問

答 3．11震災前のこれまでの姿
問 豊かで勢いのある町の姿とは

役場屋上からの町の様子

第4次総合計画冊子

10よしだ議会だより 第73号



町政を問う
平　野　　　積　議員

児
童
生
徒�

　
学
力
向
上
委
員
会

問　
児
童
生
徒
学
力
向

上
委
員
会
の
出
し
た

吉
田
町
の
教
育
に
関
す
る

課
題
と
対
策
は
。

答　
す
べ
て
の
学
校
に

共
通
す
る
課
題
と
対

策
は
左
記
表
の
と
お
り
。

問　
小
学
校
国
語
Ａ

で
は
正
答
率
に
ふ

た
山
が
で
き
た
。
つ
ま

り
正
答
率
の
高
い
グ
ル
ー

プ
と
低
い
グ
ル
ー
プ
が

発
生
し
て
い
る
。
こ
れ

に
対
す
る
対
策
は
。

答　
学
び
の
遅
い
子

に
は
学
習
態
度
の

確
立
の
た
め
に
支
援
員

に
よ
る
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
を
導
入
し
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
く
。
両
方
の

グ
ル
ー
プ
を
上
げ
つ
つ
、

ふ
た
山
を
な
く
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
と
考
え
る
。

問　
生
徒
児
童
学
力
向

上
委
員
会
で
ど
の
よ

う
な
議
論
が
さ
れ
た
の
か

に
つ
い
て
、
会
議
録
の
公

表
な
ど
は
考
え
て
い
る
か
。

答　
会
議
録
の
公
表
は
、

ど
の
よ
う
に
進
め
る

か
は
検
討
が
必
要
で
あ
る

が
、
何
ら
か
の
形
で
公
表

し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

吉
田
町�

　
ラ
ー
ニ
ン
グ
プ
ラ
ン

問　
26
年
度
行
う
ラ
ー

ニ
ン
グ
プ
ラ
ン
と
は
、

問　
小
学
校
国
語
Ａ
で

は
最
後
の
問
題
の
未

回
答
が
約
40
％
く
ら
い
あ
っ

た
。
そ
の
対
策
は
。

答　
文
字
を
読
ん
で
的

確
に
把
握
す
る
能
力

の
不
足
が
あ
り
、
そ
の
た

め
に
時
間
不
足
と
な
っ
た

と
理
解
し
て
い
る
。
ま
た
、

テ
ス
ト
に
対
す
る
慣
れ
も

あ
り
、
今
後
訓
練
す
る
。

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
速
や
か
に
確
か
な

学
力
の
向
上
を
図
る

た
め
に
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
プ

ラ
ン
で
は
授
業
力
の
向
上
、

学
力
調
査
結
果
を
生
か
し

た
授
業
づ
く
り
、
家
庭
学

習
な
ど
を
検
討
す
る
。
そ

の
た
め
に
専
門
家
を
活
用

す
る
こ
と
で
確
実
な
効
果

を
上
げ
る
べ
く
、
授
業
改

善
の
第
一
人
者
で
あ
り
、

す
で
に
吉
田
町
の
授
業
や

職
員
研
修
の
改
善
に
取
り

組
み
、
当
町
の
課
題
を
理

解
し
て
い
る
村
山
教
授
の

ご
指
導
を
い
た
だ
く
よ
う
、

静
岡
大
学
と
の
業
務
委
託

を
検
討
し
て
い
る
。

テーマ 課　　題 対　　　策
学校に関して 小学校国語：目的に応じ

て資料を読み、分かっ
たことを的確に書くこ
と

小学校算数：情報を整理
し、筋道を立てて考え
ること

授業冒頭で「めあて・ねらい」を
示す活動や授業の最後に学習した
ことを振り返る活動などの授業改
善、校内研修の充実、教員の意識
改革、学力の定着確認とそれを生
かした授業づくりなど

家 庭 教 育
に 関 し て

家庭における学習習慣を
身に付け、学校の授業時
間以外の学習時間を増や
すこと

学校：家庭学習のやり方について
のアドバイスなど

家庭：家庭学習の習慣づくりや宿
題の見とりなど

教育委員会：「家庭学習の手引き」
の作成

教育委員会
に 関 し て

全国学力テストなどの調
査結果の課題と対策不足

全国学力テスト結果の活用と対象
外の学年の町独自の学力テストの
実施と結果の活用

吉田町の学校の課題と対策

一般質問

全国学力テストの目標は問
27年度は全国平均正答率との差の半減
29年度は全国平均正答率以上を目指す答

25年度中央小学校卒業式
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一般質問

町政を問う
増　田　剛　士　議員

ホームページに掲載している寺・神社の
� 観光資源としての活用は問

歴史、由来、伝承など情報を拡充しPRしていく答
　

当
町
で
は
、
地
域
振
興

策
と
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
事

業
は
行
わ
れ
て
い
る
が
日

常
的
な
観
光
事
業
に
よ
る

町
の
に
ぎ
わ
い
創
出
が
必

要
と
考
え
町
の
方
針
を
質

問
し
た
。

問　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
神

社
仏
閣
を
回
る
コ
ー
ス
を

整
備
し
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

コ
ー
ス
な
ど
の
企
画
は
。

答　
「
よ
く
ば
り
ま
っ

ぷ
」
に
記
載
し
て
い

る
が
、
神
社
仏
閣
に
協
力

を
願
い
、ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

な
ど
の
企
画
を
検
討
し
て

い
る
。
ま
た
、
サ
イ
ク
リ

ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
も
検

討
し
て
い
る
。

問　
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
の
観
光
資
源

の
開
発
は
。

答　
能
満
寺
の
ソ
テ
ツ

が
、
町
内
で
は
一
番

の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
考

え
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。

問　
レ
タ
ス
の
吉
田
ブ

ラ
ン
ド
化
は
。

答　
レ
タ
ス
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
は
、「
吉
田
の
レ
タ

ス
」「
Ｊ
Ａ
ハ
イ
ナ
ン
レ
タ

ス
」「
静
岡
レ
タ
ス
」
と
変

遷
し
、
吉
田
の
イ
メ
ー
ジ

が
な
く
な
っ
て
い
る
。
観

光
拠
点
が
出
来
た
と
こ
ろ

で
復
活
さ
せ
た
い
。

問　
観
光
拠
点
（
道
の

駅
な
ど
）に
つ
い
て
、

小
山
城
売
店
の
よ
う
に
先

細
り
さ
せ
な
い
施
策
は
。

答　
今
後
検
討
し
て
い

る
観
光
拠
点
に
つ
い

て
は
、
過
去
の
反
省
を
踏

ま
え
、
民
間
に
経
営
・
運

営
を
ま
か
せ
る
方
向
で
あ

る
。
ま
た
、
特
産
品
で
あ

る
シ
ラ
ス
な
ど
を
生
か
し

た
食
べ
物
を
開
発
し
て
い

た
だ
き
、
に
ぎ
わ
い
の
創

造
を
考
え
て
い
る
。

問　
観
光
協
会
の
独
立

化
は
。

答　
県
内
で
は
菊
川
市

と
吉
田
町
が
観
光
協

会
事
務
を
行
政
が
行
っ
て

い
る
。
今
後
、
独
立
化
を

検
討
し
て
い
く
考
え
は
あ

る
。
過
去
に
商
工
会
に
移

し
た
が
、
戻
さ
れ
た
経
緯

が
あ
る
。

問　
吉
田
町
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
作
成
は
、
観

光
協
会
や
吉
田
町
魅
力
創

造
委
員
会
に
ゆ
だ
ね
る
べ

き
と
考
え
る
が
。

答　
町
当
局
だ
け
で
作

成
す
る
こ
と
は
な
い
。

企
画
課
、
産
業
課
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
、
観
光
協
会
、

吉
田
町
魅
力
創
造
委
員
会

な
ど
を
巻
き
込
ん
で
作
成

し
て
い
く
。

国指定の天然記念物 能満寺のソテツ

町指定文化財 本寿寺木彫龍
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一般質問

町政を問う
佐　藤　正　司　議員

　

電
力
は
原
子
力
発
電
に

頼
ら
ず
太
陽
光
や
水
力
、

風
力
な
ど
自
然
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
生
か
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
に
す
る
べ
き

と
考
え
質
問
し
た
。

問　
浜
岡
原
発
の
再
稼

働
に
つ
い
て
、
町
長

は
反
対
と
報
道
さ
れ
て
い

る
が
、
今
後
中
電
が
再
稼

働
申
請
を
し
た
場
合
の
考

え
は
。

答　
浜
岡
原
発
は
、
東

海
地
震
の
想
定
震
源

域
内
に
あ
る
極
め
て
危
険

な
原
子
力
発
電
所
で
あ
る

と
の
認
識
を
持
っ
て
い
る
。

私
は
、「
出
来
る
限
り
早

く
廃
炉
に
す
べ
き
で
あ

る
」
と
の
主
張
を
変
え
る

つ
も
り
は
な
い
。

問　
風
力
や
小
水
力
な

ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
活
用
の
た
め
に
補
助

制
度
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答　
太
陽
光
発
電
は
、

設
備
費
用
や
管
理
費

用
な
ど
が
ほ
か
よ
り
は
安

価
で
普
及
し
て
き
た
。
ほ

か
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
普
及

が
遅
れ
て
い
る
。
現
段
階

で
は
新
た
な
補
助
制
度
は

考
え
て
い
な
い
。
新
た
な

技
術
開
発
に
よ
る
更
な
る

低
コ
ス
ト
化
が
図
ら
れ
る

な
ど
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化

を
注
視
し
、
普
及
・
促
進

を
図
る
た
め
の
選
択
肢
と

し
て
補
助
制
度
を
検
討
し

て
い
く
。

問　
町
で
太
陽
光
発
電

を
設
置
し
て
い
る
戸

数
は
ど
の
く
ら
い
か
。
太

陽
光
発
電
の
補
助
金
を
増

や
す
考
え
は
な
い
か
。

答　
町
内
の
太
陽
光
発

電
電
力
買
取
り
契
約

数
は
、
26
年
１
月
末
現
在

で
769
件
。
町
の
補
助
制
度

の
申
し
込
み
は
、
22
年
度

か
ら
現
在
ま
で
240
件
あ
っ

た
。
現
在
の
「
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格

買
取
制
度
」
は
、
電
気
の

買
い
取
り
に
要
し
た
費
用

を
、
電
気
料
金
と
使
用
電

力
の
一
部
と
し
て
、
賦
課

金
と
い
う
形
で
国
民
に
転

嫁
し
、
電
気
料
金
の
高
騰

に
つ
な
が
る
と
危
惧
さ
れ

る
。
当
町
で
は
自
家
消
費

を
推
進
す
る
よ
う
な
蓄
電

設
備
に
補
助
す
る
制
度
な

ど
も
検
討
し
た
い
。

問　
吉
田
町
と
し
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
地
産
地
消

に
取
り
組
む
考
え
は
。

答　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
は
、
今
後
の

方
向
性
と
し
て
は
望
ま
し

い
が
、
仕
組
み
は
、
地
域

で
生
み
出
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
当
該
地
域
内
で
消
費
さ

れ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る

ス
マ
ー
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
よ
う
な
も
の
が
理
想
的

と
考
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

容
易
と
な
る
環
境
が
整
う

ま
で
は
公
共
施
設
を
始
め

と
し
て
、
自
家
消
費
の
た

め
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
促
進
に
努
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

答 再生エネルギーを取り巻く状況を注視し、
� 普及促進を図るための補助制度を検討していく

問 再生エネルギー推進のための町のとりくみは

導入普及されている太陽光パネル発電
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町政を問う
山　内　　　均　議員

自
助
・
共
助
・�

　
公
助
に
つ
い
て

問　
町
の
考
え
る
具
体

的
な
、
自
助
・
共
助
・

公
助
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答　
自
助
は
建
物
の
耐

震
化
、
備
蓄
、
消
火

訓
練
な
ど
。
共
助
は
自
主

防
災
会
で
の
避
難
所
運
営

訓
練
な
ど
。
公
助
は
ハ
ー

ド
面
の
施
策
、
自
主
防
災

へ
の
知
識
の
普
及
な
ど
で

あ
る
と
考
え
る
。

問　
高
齢
化
率
が
21
・

87
％
と
な
る
高
齢
者

や
要
援
護
者
に
対
す
る
防

災
へ
の
考
え
は
。

答　
高
齢
者
な
ど
の
所

在
の
把
握
は
自
治
会

の
人
た
ち
や
さ
わ
や
か
ク

ラ
ブ
の
人
た
ち
が
協
力
・

管
理
し
て
く
れ
て
い
る
が
、

災
害
時
の
瞬
時
の
対
応
を

ど
う
す
る
か
は
今
後
検
討

し
て
い
く
。

問　
防
災
の
意
識
を
持

つ
た
め
に
は
、
何
が

必
要
と
考
え
、
何
を
し
よ

う
と
し
て
い
る
か
。

答　
リ
ー
ダ
ー
的
な
約

割
を
担
う
人
材
の
育

成
や
、
自
主
防
災
活
動
を

総
合
的
に
支
援
し
、
地
域

を
超
え
て
各
自
主
防
災
会

が
連
携
し
て
活
動
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
、
そ
の
た
め
に
地

域
防
災
指
導
員
や
防
災
士

を
養
成
し
て
い
く
。

問　
新
設
の
ジ
ュ
ニ
ア

防
災
士
と
防
災
士
と

の
関
連
は
。

答　
地
域
に
貢
献
で
き

る
若
い
力
と
し
て
、

中
学
生
を
対
象
に
ジ
ュ
ニ

ア
防
災
士
要
請
講
座
を
計

画
し
た
。
災
害
図
上
訓
練

な
ど
を
通
じ
、
防
災
士
と

協
働
で
貢
献
で
き
る
よ
う

に
検
討
し
て
い
く
。

問　
災
害
対
応
ゲ
ー
ム

「
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
」
や

図
上
訓
練
・
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
な
ど
を
実
施
す
る

考
え
は
な
い
か
。

答　
災
害
図
上
訓
練
や

避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム

は
こ
れ
ま
で
も
や
っ
た
こ

と
が
あ
る
。
ゲ
ー
ム
感
覚

で
災
害
時
の
対
応
策
を
考

え
た
り
、
災
害
時
に
ど
う

対
応
し
た
ら
良
い
か
を
考

え
る
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
で
あ
り
、
日
ご
ろ
気

づ
か
な
い
地
域
の
防
災
対

策
が
明
ら
か
に
な
っ
た
り

す
る
。
こ
う
し
た
訓
練
を

継
続
し
て
実
施
す
る
と
と

も
に
、
広
く
町
民
の
皆
さ

ん
に
普
及
さ
せ
る
た
め
に

検
討
し
て
い
く
。

一般質問

防災における行政の役割は問

「自主防災会」の地域防災力の向上に努める答

避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）風景

Ｈ
Ｕ
Ｇ　
避
難
者
の
年
齢
・

性
別
・
国
籍
な
ど
の
書
か
れ

た
カ
ー
ド
を
避
難
所
の
体
育

館
や
教
室
に
見
立
て
た
平
面

図
に
ど
れ
だ
け
適
切
に
配
置

で
き
る
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
で

き
ご
と
に
対
応
し
て
い
く
か

を
模
擬
体
験
す
る
ゲ
ー
ム

14よしだ議会だより 第73号



一般質問

町政を問う
大　塚　邦　子　議員

地域の子育て家庭への支援策は問

新たな地域子育て支援拠点（センター）で実施していく答

問　
わ
か
ば
保
育
園
内

の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
は
。

答　
利
用
者
は
、
南
部

地
域
が
多
い
こ
と
か

ら
、
拠
点
を
町
の
北
部
か

ら
南
部
地
域
に
移
転
、
す

み
れ
保
育
園
内
に
設
け
る
。

問　
廃
園
と
な
る
あ
や

め
保
育
園
の
移
動
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
。

答　
今
後
は
、
わ
か
ば

保
育
園
内
の
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
を
移
動
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し

て
実
施
し
て
い
く
。

問　
小
さ
な
子
ど
も
を

連
れ
て
歩
い
て
行
け

る
場
所
へ
の
設
置
は
。

答　
今
後
の
需
要
や
実

績
を
見
て
検
討
し
て

い
く
。

問　
子
育
て
支
援
は
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
も
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答　
わ
が
町
の
将
来
の

た
め
、
若
い
ご
両
親

へ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
を
、
命
題
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

問　
子
育
て
相
談
員
配

置
の
効
果
は
。

答　
相
談
員
は
、
役
場

へ
の
来
庁
者
を
は
じ

め
、
電
話
に
よ
る
子
育
て

の
相
談
、
子
育
て
や
し
つ

け
な
ど
の
不
安
を
解
消
す

る
た
め
に
必
要
に
応
じ
て

家
庭
訪
問
も
行
う
。
新
た

な
子
育
て
支
援
の
担
い
手

と
考
え
て
い
る
。

問　
視
察
者
が
町
内
に

滞
在
で
き
る
よ
う
、

町
内
産
業
団
体
や
事
業
所

と
協
力
し
取
り
組
む
考
え

は
。答　

町
の
新
た
な
観
光

の
方
向
性
と
し
て
、

町
の
先
進
的
な
政
策
そ
の

も
の
を
活
用
し
た
「
政
策

観
光
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

取
り
入
れ
、
地
域
経
済
へ

の
波
及
効
果
を
高
め
て
い

く
。
検
討
中
の
産
業
振
興

の
拠
点
施
設
の
整
備
と
と

も
に
、
町
・
産
業
団
体
・

事
業
所
が
協
力
し
、
津
波

避
難
タ
ワ
ー
視
察
者
を
積

極
的
に
取
り
込
む
方
策
を

検
討
し
て
い
く
。

津波防災まちづくり政策の視察者に、
� 積極的な営業活動を行っていく

政策観光への新たな取り組みは問

答

津波避難タワー視察風景

すみれ保育園内子育て支援センター
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町政を問う
三　輪　正　邦　議員

一般質問

あやめ保育園跡地は地域住民のふれあう場に
具体的な要望や協力があれば検討する

問

答
　

廃
園
し
た
あ
や
め
保
育

園
跡
地
と
移
設
し
た
旧
す

み
れ
保
育
園
の
利
活
用
に

つ
い
て
、
町
の
考
え
を
質

問
し
た
。

あ
や
め
保
育
園
跡
地

問　
廃
園
す
る
あ
や
め

保
育
園
の
跡
地
の
利

用
計
画
は
。

答　
あ
や
め
保
育
園
は
、

昭
和
58
年
度
に
町
有

地
と
二
人
の
地
権
者
の
協

力
を
得
て
、
園
舎
を
建
設

し
た
が
、
か
な
り
傷
ん
だ

状
態
で
、
今
後
継
続
し
て

使
用
す
る
に
は
大
規
模
な

改
修
が
必
要
で
あ
り
、
26

年
度
解
体
費
を
計
上
し
て

工
事
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

解
体
後
の
計
画
は
、
現
時

点
で
は
定
め
て
い
な
い
の

で
、
敷
地
の
41
・
2
％
を

占
め
る
借
地
部
分
に
つ
い

て
、
借
地
料
も
あ
り
、
所

有
者
に
返
す
よ
う
に
考
え

て
い
る
。

問　
地
元
地
域
か
ら
具

体
的
な
要
望
が
あ
れ

ば
、
考
え
る
余
地
は
あ
る

か
。答　

敷
地
全
体
を
利
用

す
る
こ
と
に
な
る
と
、

所
有
者
の
方
と
相
談
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
町
有
地
部
分
に
つ

い
て
は
、
行
政
財
産
か
ら

普
通
財
産
に
変
更
し
た
後

に
、
地
域
か
ら
具
体
的
な

要
望
が
あ
れ
ば
、
検
討
す

る
。

問　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
場
と
し
て
地
域
住

民
の
ふ
れ
あ
う
場
、
健
康

づ
く
り
の
場
と
し
て
、
整

備
活
用
で
き
な
い
か
。

答　
町
有
地
は
手
狭
で

あ
り
、
敷
地
全
体
の

活
用
の
場
合
は
、
民
有
地

の
借
地
を
行
う
な
ど
を
検

討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

旧
す
み
れ
保
育
園

問　
新
し
く
す
み
れ
保

育
園
が
、
移
築
完
成

し
た
が
、
旧
の
保
育
園
の

利
用
計
画
は
。

答　
旧
す
み
れ
保
育
園

は
、
11
年
に
増
築
し

た
園
舎
も
あ
る
の
で
、
子

育
て
支
援
な
ど
の
施
設
と

し
て
、
利
活
用
を
検
討
し

て
い
る
。

廃園したあやめ保育園

移設した旧すみれ保育園
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視
察
・
研
修
目
的

　

吉
田
町
に
お
い
て
は
、

26
・
27
年
度
に
か
け
て
主

要
幹
線
道
路
が
整
備
さ
れ
、

骨
格
道
路
網
が
形
成
さ
れ

る
。

　

委
員
会
で
は
、
安
全
で

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
を
目
指
す
た
め
に
、

政
策
過
程
お
よ
び
施
策
な

ど
の
提
案
を
目
的
と
し
て
、

「
生
活
道
路
・
通
学
路
な

ど
移
動
空
間
の
安
全
性
・

利
便
性
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
視
察
・
研
修
を

行
っ
た
。

日
　 

　
　
程

　

26
年
１
月
27
日
か
ら

�

１
月
28
日

視
察
・
研
修
先

１　

岐
阜
県
土
岐
市

２　

滋
賀
県
彦
根
市

【
テ
ー
マ
】

安
心
・
安
全
な
歩
行
者

空
間
の
整
備
に
つ
い
て

　

通
学
路
の
交
通
安
全
施

設
整
備
『
泉
地
区
安
心

歩
行
エ
リ
ア
整
備
事
業
』

【
施
工
例
】

①
幅
員
８
ｍ
の
２
車
線
道

路
の
中
央
線
を
抹
消
し
、

４
ｍ
の
１
車
線
と
し
て

両
側
の
歩
道
を
２
ｍ
に

拡
幅
。
歩
道
を
カ
ラ
ー

舗
装
と
し
た
。

②
歩
道
部
分
の
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
を
30
㎝
巾
で
塗

装
。（
全
体
を
塗
装
す

る
場
合
と
同
等
の
効
果

を
発
揮
）

③
交
差
点
内
を
ポ
イ
ン
ト

カ
ラ
ー
塗
装

④
横
断
歩
道
の
白
線
の
間

に
カ
ラ
ー
塗
装
を
追
加

・
横
断
歩
道
に
お
け
る
ワ

ン
ポ
イ
ン
ト
塗
装

※
公
安
委
員
会
と
の
協
議

が
必
要
な
場
合
が
あ
る
。

【
テ
ー
マ
】

道
路
の
安
全
性
・

�

利
便
性
に
つ
い
て

　

通
過
車
両
の
抑
制
や
幅

の
広
い
歩
道
の
整
備
に
よ

る
、
安
全
な
歩
行
者
空
間

の
確
保
と
商
業
活
性
化

　
『
彦
根
市
中
心
市
街
地

活
性
化
計
画
』

【
施
工
例
】

⑤
車
道
の
ス
ラ
ロ
ー
ム
化

と
駐
車
帯
の
設
置

⑥
緑
化
の
推
進

⑦
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ー
ニ

チ
ャ
ー
の
設
置

⑧
ゾ
ー
ン
30
に
よ
る
歩
行

者
空
間
の
確
保

【
視
察
・
研
修
の
成
果
】

　

課
題
解
決
に
対
す
る
プ

ロ
セ
ス
を
学
ん
だ
。

岐
阜
県
土
岐
市

滋
賀
県
彦
根
市

課
題
・
目
標
設
定

⇩

タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
イ
ン
グ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ア
ン
ケ
ー
ト⇩

計
画
案
見
直
し

⇩

決

定
・
実

施

⇩

検
証
・
結
果
の
報
告

常任委員会報告
産業建設常任委員会視察・研修
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【
調
査
事
項
】

　

吉
田
町
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
け
る

道
路
整
備
状
況
に
つ
い
て

を
調
査
事
項
と
し
た
。

　
「
道
路
・
交
通
計
画
」
に

は
、
道
路
整
備
と
と
も
に
、

生
活
道
路
・
通
学
路
な
ど
、

移
動
空
間
の
安
全
を
確
保

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
安
全
性
・

利
便
性
を
追
求
す
る
こ
と

と
し
た
。

【
調
査
の
経
過
】

　

25
年
6
月
6
日
に
第
1

回
委
員
会
を
開
催
し
、
26

年
3
月
14
日
に
第
15
回
委

員
会
を
閉
会
す
る
ま
で
に
、

都
市
建
設
課
と
の
協
議
を

重
ね
な
が
ら
、
延
べ
15
回

の
委
員
会
を
開
い
た
。

　

26
年
1
月
27
日
に
は
岐

阜
県
土
岐
市
役
所
を
、
26

年
1
月
28
日
に
は
、
滋
賀

県
彦
根
市
役
所
を
訪
問
し

て
、
先
進
地
の
視
察
・
研

修
も
行
っ
た
。

【
調
査
事
項
】

　
「
す
み
れ
保
育
園
に
お

け
る
今
後
の
子
育
て
支
援

に
つ
い
て
」
と
し
た
。

【
調
査
期
間
】

　

25
年
６
月
か
ら
26
年
３

月
ま
で
、
委
員
会
を
13
回

開
催
し
た
。

【
調
査
の
経
過
】

　

す
み
れ
保
育
園
お
よ
び

併
設
さ
れ
る
事
業
所
が
、

一
時
預
か
り
保
育
、
病
後

児
保
育
、
児
童
発
達
支
援

な
ど
の
多
様
な
保
育
を
盛

り
込
み
、
子
ど
も
の
成
長

に
合
っ
た
支
援
を
行
い
、

子
ど
も
た
ち
が
よ
り
健
や

か
に
育
つ
手
助
け
を
す
る

施
設
と
な
る
よ
う
に
、
近

隣
施
設
を
視
察
調
査
し
、

町
に
特
色
あ
る
発
達
支
援

事
業
の
提
供
を
求
め
る
た

め
、
施
設
の
比
較
表
を
作

成
し
終
了
し
た
。

【
ま
と
め
】

　

道
路
整
備
を
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
車
両
交
通
量

調
査
な
ど
を
行
う
必
要
が

あ
る
。

　

県
か
ら
町
へ
の
道
路
移

管
に
関
し
て
は
、
町
で
施

工
可
能
な
も
の
と
不
可
能

な
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、

外
側
線
や
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
な
ど
は
町
の
権
限
範
囲

で
あ
り
、
横
断
歩
道
、
停

止
線
な
ど
交
通
規
制
に
係

る
も
の
は
警
察
が
実
施
す

る
。

【
調
査
の
結
果
】

　

す
み
れ
保
育
園
内
に
、

発
達
障
害
や
支
援
が
必
要

な
子
ど
も
の
相
談
や
支
援

の
拠
点
と
な
る
「
こ
ど
も

発
達
支
援
事
業
所
」
が
26

年
４
月
か
ら
開
所
し
、
３

歳
児
か
ら
就
学
前
ま
で
一

貫
し
て
支
援
す
る
体
制
が

整
っ
た
。
こ
の
事
業
所
に

お
け
る
療
育
支
援
の
目
標

は
、
定
期
通
園
・
並
行

通
園
を
開
設
、
保
育
園
児

と
の
交
流
事
業
を
進
め
る

と
と
も
に
専
門
職
員
の
指

導
や
相
談
支
援
を
中
心
と

し
、
関
係
す
る
施
設
お
よ

び
機
関
と
協
力
し
て
支
援

　

生
活
道
路
や
通
学
路
な

ど
安
全
性
・
利
便
性
の
追

求
に
は
、
問
題
の
明
確
化

や
数
値
化
な
ど
の
方
法
を

取
り
、検
証
を
行
っ
て
情
報

を
提
供
し
、
多
く
の
住
民

が
参
加
で
き
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

道
路
な
ど
の
安
全
施
策

に
は
公
安
委
員
会
の
協
力

が
必
要
で
あ
り
、
常
に
情

報
交
換
が
で
き
る
環
境
を

作
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
塗

装
幅
や
ポ
イ
ン
ト
塗
装
な

ど
に
は
、
低
コ
ス
ト
で
結

果
を
出
す
方
法
が
あ
る
。

委
員
長
　
山
内
　
均

す
る
こ
と
で
あ
る
。
地
域

交
流
を
積
極
的
に
行
い
、

保
護
者
だ
け
で
な
く
地
域

社
会
に
開
か
れ
た
施
設
と

し
て
支
援
を
必
要
と
す
る

子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
の

活
動
拠
点
、
情
報
発
信
基

地
と
な
る
運
営
努
力
も
期

待
す
る
。

　

ま
た
発
達
障
害
な
ど
に

対
す
る
理
解
を
深
め
、
子

ど
も
た
ち
の
「
未
来
」
を

地
域
み
ん
な
で
明
る
い
も

の
と
す
る
よ
う
行
政
施
策

の
推
進
と
継
続
を
期
待
す

る
。

委
員
長
　
吉
永
滿
榮

産
業
建
設
常
任
委
員
会
調
査
報
告

総
務
文
教

常
任
委
員
会

調
査
報
告

東名川尻幹線（工事中）

グリーンベルト

新設されたすみれ保育園
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クリック

吉田町議会基本条例

　

吉
田
町
議
会
で
は
、
議

会
お
よ
び
議
員
の
責
務
を

全
う
し
、
誰
も
が
「
住
ん

で
よ
か
っ
た
・
住
み
た
く

な
る
町
」
の
実
現
に
向
け

て
、
常
に
最
良
の
意
思
決

定
を
行
な
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
議
会
お
よ
び

議
員
の
活
動
原
則
な
ら
び

に
議
会
運
営
の
公
開
性
、

公
正
性
お
よ
び
透
明
性
を

担
保
す
る
た
め
に
、
３
月

定
例
会
で
吉
田
町
基
本
条

例
を
制
定
し
た
。

【
議
員
・
議
会
活
動
】

＊
資
質
向
上

・
議
員
目
標
・
議
会
目
標

の
設
定
と
自
己
評
価

【
町
民
と
の
関
係
】

＊
広
報
と
広
聴

・
情
報
発
信
の
促
進
と
多

様
な
手
段
の
検
討

＊
議
会
報
告
会

・
開
催
内
容
の
充
実

＊
出
前
会
議

・
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
意

見
交
換
の
実
施

【
行
政
と
の
関
係
】

＊
議
会
審
議

・
審
議
方
法
の
見
直
し
。

　
議
会
改
革
特
別
委
員
会

委
員
長
　
藤
田
和
寿

今
後
の
取
組

【
参
考
】
条
例
全
20
条

前
文

第
１
章　

総
則

第
２
章　

議
員
活
動

第
３
章　

議
会
活
動

第
４
章　

町
民
と
議
会
と
の

関
係

第
５
章　

議
会
と
行
政
と
の

関
係

第
６
章　

議
会
改
革
の
推
進

第
７
章　

最
高
規
範
性
及
び

確
認
・
見
直
し
手

続

【
26
年
度
議
会
目
標
】

＊
議
会
に
対
し
て

・
会
議
の
活
性
化

・
議
会
の
情
報
発
信

＊
町
民
に
対
し
て

・
議
会
報
告
会
の
充
実

・
出
前
会
議
の
開
催

【
26
年
度
議
員
目
標
】

・
全
議
員
が
設
定

具
体
的
内
容
は
、

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

吉田町議会基本条例を制定議会の活動原則

『最良の意思決定により、町民福祉の向上と町の発展に寄与する』

『リニア中央新幹線建設に伴う
大井川河川流量減少予測への対応を求める』

� 静岡県知事あてに意見書提出
　

吉
田
町
議
会
は
、
町
の

命
の
源
で
あ
り
、
発
展
の

財
産
で
あ
る
大
井
川
の
水

に
お
い
て
、上
流
部
の
河
川

流
量
の
毎
秒
２
ｔ
減
少
す

る
こ
と
を
予
測
し
た
「
中

央
新
幹
線
環
境
影
響
評
価

準
備
書
」
を
受
け
、
重
大

な
懸
念
材
料
と
考
え
た
。

　

そ
こ
で
、
静
岡
県
知
事

に
対
し
て
、
東
海
旅
客
鉄

道
株
式
会
社
へ
提
出
す
る

知
事
意
見
書
に
、
左
記
事

項
を
反
映
す
る
こ
と
を
求

め
た
意
見
書
を
３
月
６
日

に
決
議
し
た
。

１　

大
井
川
流
域
全
体
を

環
境
影
響
評
価
の
対
象

と
し
、
地
下
水
を
含
む

「
大
井
川
流
域
の
水
は

大
井
川
に
戻
す
こ
と
」

を
原
則
と
し
た
保
全
措

置
を
講
じ
る
こ
と
に
つ

い
て
、
環
境
影
響
評
価

書
に
記
載
す
る
こ
と
。

２　

保
全
措
置
を
尽
く
し

た
上
で
減
水
と
な
る
場

合
の
代
替
水
源
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
具
体
的

な
位
置
、
方
法
、
そ
の

確
実
性
の
根
拠
及
び
水

利
権
の
所
在
等
に
つ
い

て
環
境
影
響
評
価
書
に

記
載
す
る
こ
と
。

３　

大
井
川
水
利
調
整
協

議
会
等
利
水
団
体
に
報

告
、
協
議
を
継
続
す
る

こ
と
に
よ
り
保
全
措
置

の
実
効
性
を
担
保
す
る

旨
、
環
境
影
響
評
価
書

に
記
載
す
る
こ
と
。

　

な
お
、
こ
の
意
見
書
は
、

大
井
川
流
域
７
市
２
町
の

議
会
で
連
携
し
て
提
出
し

て
い
る
。

詳しくは町HPの
吉田町議会を
ご覧ください。

吉田公園からの大井川
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議
会
広
報
推
進
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
増
田
　
剛
士

副
委
員
長
　
平
野
　
　
積

　
　
委
員
　
山
内
　
　
均

　
　
　
　
　
枝
村
　
和
秋

　
　
　
　
　
大
塚
　
邦
子

　
　
　
　
　
藤
田
　
和
寿

　

私
た
ち
が
幸
せ
な
生
活

を
営
む
た
め
に
は
、
何
よ

り
も
ま
ず
健
康
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
健
康
の

基
本
は
何
か
と
言
え
ば
、

正
し
い
食
習
慣
、
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
か
ら
な

る
毎
日
の
食
生
活
で
す
。

会
員
は
、
地
域
で
食
を
通

し
て
の
健
康
づ
く
り
の
案

内
役
と
し
て
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
活
動
内
容
は
、

食
育
の
啓
発
活
動
や
、
骨

粗
し
ょ
う
症
予
防
の
普
及

啓
発
な
ど
を
行
い
、
カ
ル

シ
ウ
ム
を
含
ん
だ
食
品
を

配
布
し
て
い
ま
す
。

　

　

ま
た
、
ふ
れ
あ
い
広
場

や
各
自
治
会
で
開
催
さ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
で
、
減
塩
手

づ
く
り
味
噌
の
配
布
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。

会
員
募
集
中
！

　

現
在
、
会
員
は
53
人
。

　

７
月
～
２
月
の
月
一
回

開
催
さ
れ
る
健
康
づ
く
り

セ
ミ
ナ
ー
を
６
回
以
上
受

講
し
て
食
推
協
の
会
員
資

格
が
得
ら
れ
ま
す
。

　

男
性
の
方
も
ぜ
ひ
ど
う

ぞ
。

問
い
合
わ
せ

　

健
康
づ
く
り
課

　

☎
３
２
―
７
０
０
０

「
私
達
の
健
康
は
、
私
達
の

手
で
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

次の第２回（6月）定例会の予定
会期：6月2日（月）から6月17日（火）まで
� 16日間

TEL　0548－33－2141　　FAX　0548－32－9770
ホームページアドレス http://www.town.yoshida.shizuoka.jp/

皆さんのご来場をお待ちしております。

吉田町健康づくり食生活推進協議会
おつかれさんです

減塩味噌、キャラメルポテトの配布

減塩味噌を手作り製造中

第８回議会報告会のお知らせ
日
　
程

　

5
月
19
日（
月
）　

北
区
自
彊
館

　

5
月
20
日（
火
）　

住
吉
会
館

　

5
月
21
日（
水
）　

片
岡
会
館

　

5
月
22
日（
木
）　

川
尻
会
館

時
　
間

　

19
時
か
ら
21
時
ま
で

問
い
合
わ
せ

　

議
会
事
務
局 

☎
３
３⊖

２
１
４
１

☆　２６年度当初予算・
　　　　　　２５年度補正予算
☆　国民健康保険税の改正
☆　意見交換

内容・テーマ
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